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条
例
改
正

○
白
浜
町
小
公
園
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
白
浜
町
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

　

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
る

　

町
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

補
正
予
算

○
令
和
４
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
３
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

１
億
１
０
０
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
２
０
億
４
１
６
５
万
円

　

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
総
務
費
】

・
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
派
遣
人
材

　

受
入
事
業

５
２
０
万
円

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金

２
５
０
万
円

・
申
請
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

６
３
７
万
円

【
民
生
費
】

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業

４
４
５
万
円

・
保
育
園
感
染
症
対
策
用
品
購
入
事
業

４
５
５
万
円

【
衛
生
費
】

・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
事
業

１
１
６
９
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
新
規
就
農
者
経
営
発
展
支
援
事
業

３
３
７
５
万
円

・
新
規
就
農
者
経
営
開
始
資
金
交
付

事
業

１
３
５
０
万
円

・
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化

事
業

６
４
０
万
円

【
土
木
費
】

・
道
路
附
属
物
等
長
寿
命
化
修
繕
事
業

　
　
　

８
０
０
万
円

・
町
道
吉
田
線
改
良
事
業２８

５
０
万
円

【
消
防
費
】

・
訓
練
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
等
購
入

事
業

９
０
万
円

【
教
育
費
】

・
幼
稚
園
感
染
症
対
策
用
品
購
入
事
業

１
０
０
万
円

・
学
童
保
育
所
感
染
症
対
策
用
品
購

入
事
業

３
６
０
万
円

▷▷ 令和４年第 2 回定例会 （6 月 7 日～ 6 月 22 日）

２NO.65

7 日 第１日　【　開会、町長挨拶、提案理由説明　】　
　・会期の決定
　・提案理由説明（条例改正 2 件、補正予算 5 件、報告 4 件、工事請負契約の締結 4 件、物品
　　　　　　　　　購入契約の締結 1 件、協定の締結 1 件、その他 1 件）

16 日 第２日　【　一般質問　】
　・小森議員、横畑議員、堅田議員、水上議員、辻議員　※ P10 ～ P12 に内容記載

17 日 第３日　【　一般質問、議案審議　】
　・溝口議員、黒田議員、廣畑議員、松田議員　※ P12 ～ P14 に内容記載
　・議案審議（人事案件 1 件）

21 日 第４日　【　議案審議、提案理由説明　】
　・議案審議（条例改正 2 件、補正予算 5 件、報告 3 件、工事請負契約の締結 4 件、物品購入
　　　　　　　契約の締結 1 件、協定の締結 1 件、その他 1 件）
　・追加議案提案説明（補正予算 1 件）

22 日 第５日　【　議案審議、閉会　】
　・議案審議（補正予算 1 件、報告 1 件、人事案件 1 件）
　・委員会発議案件（意見書 2 件、議員派遣 1 件、閉会中の継続調査申出 1 件）



○
令
和
４
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
４
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

１
億
９
１
５
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
２
２
億
３
３
１
５
万
円

　

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
総
務
費
】

・
地
域
交
通
事
業
等
確
保
維
持
支
援
金

１
４
０
０
万
円

・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進
事
業
補
助
金

１
５
０
０
万
円

・
庁
舎
等
公
共
施
設
感
染
症
対
策
事
業

１
３
０
万
円

【
民
生
費
】

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別

給
付
金

１
億
３
１
０
万
円

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

１
３
２
０
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
燃
油
価
格
高
騰
対
策
事
業５０

０
万
円

【
衛
生
費
・
観
光
費
】

・
公
衆
浴
場
等
感
染
症
対
策
事
業

１
４
０
万
円

・
向
平
キ
ャ
ン
プ
村
感
染
症
対
策
事
業

１
９
０
０
万
円

【
消
防
費
】

・
救
急
等
活
動
資
機
材
購
入
事
業

４
６
０
万
円

【
教
育
費
】

・
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業

３
３
０
万
円

・
社
会
教
育
施
設
感
染
症
対
策
事
業

５
６
０
万
円

【
災
害
復
旧
費
】

・
林
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事
費

６
０
０
万
円

○
令
和
４
年
度
白
浜
町
国
民
健
康
保
険

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

６
４
２
万
６
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

29
億
６
４
２
万
６
千
円

○
令
和
４
年
度
白
浜
町
後
期
高
齢
者
医

　
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

△
７
０
０
万
９
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

６
億
７
５
４
９
万
１
千
円

○
令
和
４
年
度
白
浜
町
介
護
保
険
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

３
２
７
万
５
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

32
億
８
１
２
７
万
５
千
円

○
令
和
４
年
度
白
浜
町
下
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額△

71
万
６
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

４
億
１
８
７
８
万
４
千
円

報
告

〇
令
和
３
年
度
白
浜
町
継
続
費
繰
越

　

に
つ
い
て

〇
令
和
３
年
度
白
浜
町
繰
越
明
許
費

　

繰
越
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
水
道
事
業
特

　

別
会
計
予
算
繰
越
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
土
地
開
発
公

　

社
経
営
状
況
の
提
出
に
つ
い
て      

工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
工
事
名
】

・
岡
里
橋
更
新
工
事

【
契
約
金
額
】　　

１
億
３
０
９
０
万
円

【
契
約
の
相
手
】

・
白
浜
町
２
９
２
６
番
地
の
３
７
４

　

株
式
会
社
平
建
設

ほ
か
３
件

物
品
購
入
契
約
の
締
結

【
品
名
】

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
消
防
自
動
車

【
契
約
金
額
】

９
５
７
万
円

【
契
約
の
相
手
】

・
新
宮
市
神
倉
４
丁
目
１
の
48

　

株
式
会
社
山
口
商
会　

新
宮
支
店 

人
事
案
件

　

次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

○
白
浜
町
選
挙
管
理
委
員

・
垣か
き
も
と本　

朝ち
ょ
う
じ時　

　

・
宮み
や
ま
え前　

博
ひ
ろ
む

・
牛う
し
じ
ま島　

安や
す
じ二　

　

・
川か
わ
い井　

照て
る
お夫

○
白
浜
町
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

・
辻つ
じ　
　

政ま
さ
の
ぶ信　
　

・
青あ
お
や
ま山　

茂し
げ
き樹

・
田た

い井　

郁い
く
や也　
　

・
岩い
わ
き城　

祐さ
ち
ろ
う朗

　

次
の
方
を
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

○
人
権
擁
護
委
員

・
田た

の野　

トと

み

よ
ミ
代
（
瀬
戸
）

３ NO.65
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▽
令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会

　

令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
５

月
２
日
招
集
、
１
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
、
当
局
提
出
議
案
、
議
員
発

議
案
件
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て

可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

○
令
和
４
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額８２

８
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
１
９
億
３
１
６
５
万
円

　

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
総
務
費
】

・
観
光
防
災
ポ
ー
タ
ル
実
装
事
業

２
９
９
０
万
円

・
耐
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
装
事
業

５
２
９
０
万
円

人
事
案
件

選
任
に
つ
い
て
、
次
の
方
を
同
意
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

○
白
浜
町
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

・
愛あ
い
す須　
康や
す
の
り徳
（
湯
崎
）

　　議案審議をピックアップ！

　　①耐災害ネット　　　

　　　ワーク実装事業

　　　　５２９０万円

②子宮頸がん

 　ワクチン定期

 　接種事業

　　　１１６９万円

④燃油価格高騰

　 対策事業

　　　５００万円

③学校給食費

　負担軽減事業

　　　３３０万円

⑤地域交通

　 事業等確保

　 維持支援金

　　　１４００万円

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推

進
交
付
金
を
活
用
し
た
２
事
業
を
含

む
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を
第
３
回

臨
時
会
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

交
付
金
事
業
は
次
の
と
お
り

①
観
光
防
災
ポ
ー
タ
ル
実
装
事
業

・
予
算
額
：
２
９
９
０
万
円

②
耐
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
装
事
業

・
予
算
額
：
５
２
９
０
万
円

・
概
要
：
非
常
用
電
源
設
備
の
強
化

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
リ
ア
の
拡
大

等
、
災
害
時
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
靭
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
観

光
客
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
の

利
便
性
等
の
向
上
に
加
え
、
転
職
な

き
移
住
や
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
の
促
進

を
図
る
も
の
。

※
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推

進
交
付
金
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
よ
り
、
地
域
の
個
性
を
生
か

し
な
が
ら
地
方
を
活
性
化
し
、
持
続

可
能
な
経
済
社
会
を
目
指
す
「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
を
推
進

す
る
地
域
の
取
組
を
国
が
支
援
す
る

も
の
。

問
本
事
業
は
、観
光
客
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
を
対
象
と
し
て
い
る

印
象
を
受
け
る
が
、
今
後
、
直
接

的
に
白
浜
町
民
を
対
象
と
し
た
事

業
を
実
施
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

答
非
常
用
電
源
設
備
等
の
強
化
を

図
る
こ
と
で
、
停
電
に
な
っ
て
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
72
時
間
稼
働
す

る
こ
と
が
で
き
、
観
光
客
の
方
だ

け
で
な
く
、
地
域
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
方
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
町
民

の
方
々
が
不
便
を
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
取
組
の
中
に
今
後
追

加
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

Pick up! １
　

耐
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
２
９
０
万
円

臨時会



５ NO.65

○
概
要

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

に
つ
い
て
は
、
接
種
後
に
お
け
る
多

様
な
症
状
が
報
告
さ
れ
、
国
の
方
針
に

よ
り
積
極
的
勧
奨
が
控
え
ら
れ
て
き
た

が
、
こ
の
度
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
・

有
効
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
積
極
的

勧
奨
を
再
開
す
る
も
の
。

○
対
象
者

①
標
準
接
種
対
象
者

　

中
学
１
年
生
～
高
校
１
年
生
（
13
歳

　

か
ら
16
歳
）
の
女
子

②
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者

　

積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
る
間

　

に
接
種
の
対
象
で
あ
っ
た
17
歳
か
ら

　

25
歳
の
女
性

○
接
種
回
数

　

１
人
に
つ
き
３
回

○
接
種
方
法

　

各
医
療
機
関
に
お
け
る
個
別
接
種

　
（
接
種
費
用
は
全
額
公
費
負
担
）

問
実
施
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
７
月
か
ら
案
内
を
開
始
す
る
。

問
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
積
極

的
勧
奨
を
再
開
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
白
浜
町
で
も
健
康
被
害
な
ど

の
症
例
報
告
は
な
い
か
。
ま
た
、
本

人
の
意
思
で
接
種
を
希
望
し
な
い
こ

と
も
可
能
か
。

答
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

る
白
浜
町
で
の
健
康
被
害
の
症
例
報

告
は
確
認
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
接

種
は
強
制
で
は
な
く
、
本
人
ま
た
は

保
護
者
の
同
意
に
よ
り
行
う
の
で
、

接
種
者
の
不
安
を
取
り
除
け
る
よ
う
、

必
要
な
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

Pick up! ２
　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
６
９
万
円

定例会

○
概
要

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
物
価
高
騰
に
伴

う
町
立
小
中
学
校
の
学
校
給
食
費
の
値

上
げ
分
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
。

○
予
算
額

・
給
食
材
料
費
：
３
３
０
万
円

○
財
源

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応     

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

問
対
象
と
な
る
学
校
は
。

答
給
食
費
の
値
上
げ
を
行
っ
た
学
校

が
対
象
と
な
り
、
白
浜
第
一
小
学
校
、

富
田
小
学
校
が
該
当
す
る
。

　

ま
た
今
後
、
西
富
田
小
学
校
、
白

浜
中
学
校
、
富
田
中
学
校
に
お
い
て

も
値
上
げ
を
検
討
し
て
お
り
、
値
上

げ
を
行
っ
た
際
に
は
、
同
様
に
町
か

ら
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問
支
援
額
は
。

答
給
食
費
の
改
正
に
よ
り
、
値
上
げ

と
な
っ
た
額
を
基
準
に
、
児
童
生
徒

の
食
数
に
応
じ
て
支
援
を
行
う
。

問
期
間
は
。

答
今
回
の
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
で
あ
り
、

令
和
４
年
度
の
み
が
支
援
の
対
象
期

間
と
な
る
。

Pick up! ３
　

学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
０
万
円

定例会
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○
概
要

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
燃
油
価
格
の
高

騰
が
経
営
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
施
設
園
芸
農
業
者
と
漁
業
者
に
対
し

て
、
燃
油
購
入
費
の
一
部
を
助
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
も
の
。

○
予
算
額

・
燃
油
価
格
高
騰
対
策
事
業
補
助
金

　

５
０
０
万
円

○
財
源

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

問
助
成
の
対
象
と
な
る
燃
油
の
購
入

期
間
は
。

答
施
設
園
芸
農
業
者
は
令
和
３
年
10

月
１
日
か
ら
令
和
４
年
５
月
末
、
漁

業
者
は
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
４
年
３
月
末
ま
で
を
算
定
期
間
と

し
て
、
助
成
を
行
っ
て
い
く
。

問
対
象
の
経
費
は
。

答
そ
れ
ぞ
れ
の
算
定
期
間
内
に
30
万

円
以
上
の
燃
油
を
使
用
し
た
場
合
に

助
成
の
対
象
と
な
る
。

　

ま
た
、
対
象
と
な
る
燃
油
は
、
施

設
園
芸
農
業
者
で
Ａ
重
油
、
灯
油
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、漁
業
者
で
Ａ
重
油
、軽
油
、

ガ
ソ
リ
ン
を
対
象
と
す
る
。

問
助
成
の
対
象
者
は
法
人
だ
け
で
な

く
、
個
人
経
営
者
等
も
含
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
き
め
細
か
な
周
知
が
必
要

と
考
え
る
が
、
周
知
方
法
は
。

答
町
の
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
周
知
に
加
え
、
農
業
協
同
組
合
、

漁
業
協
同
組
合
か
ら
も
組
合
員
等
に

積
極
的
に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
た

だ
く
予
定
と
し
て
い
る
。

Pick up! ４
　

燃
油
価
格
高
騰
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

定例会

○
概
要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
い
る
旅
客
等
運
送
事
業
者

へ
支
援
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

経
営
の
負
担
緩
和
を
図
る
と
と
も
に
、

町
内
公
共
交
通
機
関
等
の
安
定
的
な
運

行
及
び
町
民
の
日
常
的
な
移
動
手
段
の

確
保
に
資
す
る
。

○
対
象

　

・
町
内
に
営
業
所
又
は
登
録
の
あ
る

　
　

旅
客
運
送
事
業
者
（
国
土
交
通
大

　
　

臣
又
は
公
安
委
員
会
の
許
可
を
受

　
　

け
て
い
る
も
の
）

○
支
援
額
等

　

・
１
事
業
者
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
人
50
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

個
人
20
万
円

　

・
１
車
両
等
当
た
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

路
線
バ
ス
10
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

貸
切
バ
ス
10
万
円

　
　
　
　
　
　
　

タ
ク
シ
ー
等
５
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
舶
20
万
円

○
財
源

　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

　
　

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

問
交
通
事
業
者
等
の
経
営
実
態
を
町

は
把
握
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
、
実

態
に
応
じ
た
配
分
で
支
援
が
可
能
な

制
度
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
支
援
金
の
支
給
に
際
し
て
は
、
特

定
の
期
間
に
お
け
る
事
業
収
入
の
減

少
が
要
件
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
支

援
金
を
申
請
い
た
だ
く
こ
と
で
事
業

実
態
を
把
握
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
事
業
者
等
が
保
有
す
る
車

両
等
の
数
に
応
じ
て
支
援
額
を
算
定

す
る
な
ど
、
実
態
に
応
じ
た
配
分
で

支
援
を
行
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Pick up! ５
　

地
域
交
通
事
業
等
確
保
維
持
支
援
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
０
０
万
円

定例会
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　　決　議

ロシアによるウクライナ侵略について抗議する決議

　　令和４年２月２４日に始まったロシア軍によるウクライナ侵攻はウクライナの主権及び
　領土の一体性を侵害し、明らかに国連憲章と国際法に違反する行為であり、国際社会の平
　和と安全を著しく損なう断じて容認することができない暴挙である。
　　また、プーチン大統領が今回の軍事侵攻に際して核兵器の使用を示唆していることは、
　核兵器の廃絶と世界の恒久平和を切に願う、唯一の被爆国日本のその「思い」を踏みにじ
　るものである。
　　白浜町議会は、ロシア軍による攻撃やウクライナの主権侵害に対して厳重に抗議すると
　ともに人々の尊い命と平和を理不尽に奪う侵略行為を直ちに中止し、完全かつ無条件での
　撤退を強く求めるものである。
　　国においては、国際社会と連携し、あらゆる外交手段を駆使し、ロシア軍の撤退を促し
　、また国民生活への影響対策について万全を尽くし、一日も早い平和的解決に全力を尽く
　すことを要請する。
　　　
　　以上、決議する。
　　
　　　令和４年５月２日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県白浜町議会
　

令和４年第３回臨時会において、以下の決議を全会一致で可決しました。

　　討論のあった議案

＊議案第５６号　廣畑議員　質疑（要旨）
　問）起業人の派遣受入れに際し、住民の個人情報等が流出しないか危惧する。
　答）起業人には守秘義務が課せられており、また、住民の個人情報等を管理するシステムに
　　　アクセスする権限も与える予定はないため、危惧されるような情報漏洩の可能性はない
　　　ものと考えている。

＊議案第５６号　廣畑議員　反対討論（要旨）
　諸外国ではデジタル化を進めていく中で、個人情報の取扱いを監督する機関を設置し、デー
タ利用の監視に努めているが、我が国ではそういった取組がされておらず、個人情報の漏洩が
危惧されるため、本件に対して反対する。

反対

賛成○　　反対賛成○　　反対×× 採決結果採決結果

正
木　

秀
男

長
野　

莊
一

堅
田　

府
利

溝
口
耕
太
郎

廣
畑　

敏
雄

横
畑　

真
治

西
尾　

智
朗

水
上
久
美
子

松
田　

剛
治

小
森　

一
典

黒
田　

武
士

辻　
　

成
紀

議案第５６号 可決すべきもの 〇 〇 ○ × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※議長（正木秀男）は採決には加わりません。

　議案第５６号「令和４年度白浜町一般会計補正予算（第３号）議定について」の議案審議に
おいて、「地域活性化起業人制度派遣人材受入事業」について、廣畑議員が質疑、反対討論を
行いました。起立採決の結果、賛成多数により、原案は可決すべきものと決しました。
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国民の祝日「海の日」の７月２０日への固定化を求める意見書

　　国民の祝日「海の日」は、「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う」
　ことを趣旨として平成７年に制定され、平成８年７月２０日から施行されておりますが、
　平成１５年以降、いわゆるハッピーマンデー化により７月の第３月曜日となっています。
　　わが国と海との歴史的、文化的および経済・社会的な関わりならびに海の日の制定の歴
　史的経緯等を踏まえ、国民が海の大切さを理解し、その恩恵に感謝し、海の安全および環
　境保全について思いを馳せる機会とするためにも、「海の日」を当初の７月２０日に固定
　化することを要望します。

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　　令和４年６月２２日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県白浜町議会

　　意見書

○可決された意見書は、以下のとおりです。

【提出先】

　内閣総理大臣

＊発委第７号　廣畑議員　反対討論（要旨）
　１９４１年１２月に真珠湾攻撃で対米英戦争が開始され、この侵略戦争の遂行上、海上
輸送で船員や船舶の徴用と調達のために海運関係者だけでなく、国民こぞって支援の雰囲
気をつくる狙いで海の記念日が設けられた。逓信省管船局の提唱で７月２０日とされたの
は、１８７６年７月１６日、明治天皇が東北民衆の不満を抑えるために軍艦でなく、汽船

「明治丸」で青森、北海道方面に巡行し、２０日横浜に帰ったことに由来する。
　こうした海の日制定の歴史的経緯を引き継いで７月２０日に固定化するのは、国民の祝
日にふさわしくないこと。また、観光地である白浜町としては、３連休は大変魅力的であ
ることなどから、当意見書に反対する。

反対

賛成○　　反対賛成○　　反対×× 採決結果採決結果

正
木　

秀
男

長
野　

莊
一

堅
田　

府
利

溝
口
耕
太
郎

廣
畑　

敏
雄

横
畑　

真
治

西
尾　

智
朗

水
上
久
美
子

松
田　

剛
治

小
森　

一
典

黒
田　

武
士

辻　
　

成
紀

発委第７号 可決すべきもの 〇 〇 ○ × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※議長（正木秀男）は採決には加わりません。

　発委第７号「国民の祝日「海の日」の７月２０日への固定化を求める意見書の提出について」
廣畑議員が反対討論を行い、起立採決の結果、賛成多数により、原案は可決すべきものと決
しました。
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国立病院の機能強化を求める意見書

　　戦後最悪といえる新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、感染対策のみならず
　、日本の医療体制のぜい弱さが浮き彫りとなりました。
　　新型コロナウイルス感染症に感染しても受け入れる病院・病床・スタッフの不足など、
　医療体制のひっ迫した状態が続き、療養施設や自宅待機を余儀なくされ、入院できぬまま
　に亡くなるという痛ましい事例も相次いでいます。まさに「医療崩壊」の危機に直面する
　事態となっています。
　　国民のいのちと健康を守るのは国の責務です。そのためにも全都道府県にネットワーク
　を持つ国立高度専門医療研究センター及び国立病院機構病院（以下「国立病院」と表記）
　の診療・研究にかかわる必要な経費に、国費を投入し、新興感染症対策など採算の取れな
　いセーフティーネット系医療において中心的役割を果たすよう機能強化することが地域医
　療を守り、充実させることに繋がります。
　　また、新型コロナウイルス感染症蔓延時においては、人工呼吸器やＥＣＭＯ（人工心肺
　装置）等医療機器や取り扱うスタッフが不足し、重篤患者への対応が十分に出来ませんで
　した。さらに現場ではマスクや個人防護服などの必要物品が欠乏し、大幅な人員不足のう
　えに、十分な感染対策も出来ないまま、患者対応をせざるを得ない状態にも陥りました。
　このように必要な人員、医療機器、物品が欠乏し、国民の命が救えないなどという状況は
　あってはならないことであり、国が責任を持って対策に取り組むことが必要です。
　　国立病院を機能強化し、憲法２５条に保障された国民の生存権及び、国の社会的使命を
　果たすよう、以下の事項を強く要望します。

記

　１　コロナ等の感染症や、発生が想定されている南海トラフ巨大地震などの大規模災害
　　から、国民のいのちを守るため国立病院機能を強化すること。
　　①　国の責任において、国立病院に「新興・再興感染症対策」に十分対応できる専門
　　　病床を設置し、人工呼吸器やＥＣＭＯ（人工心肺装置）等の医療機器を整備するこ
　　　と。

　　②　「大規模災害」等の発生時においても、患者・国民に万全な医療が提供できるよう
　　　国立病院の機能強化を図ること。
　２　国立病院の機能強化を図るため、医師、看護師をはじめ必要な職員を増員すること。
　３　国立病院の機能強化に必要な財源は、国の責任で確保すること。

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　令和４年６月２２日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県白浜町議会

　　意見書 令和４年第２回定例会において、以下の意見書を可決し、関係機関へ提出しました。

【提出先】

　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、総務大臣
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答　
地
元
管
理
が
基
本
で
あ
る
が
、
今
後
検
討
を
要
す
る

　

問　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
臨
時
離
着
陸
場
管
理
の
対
策
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

　
　

答　
財
源
や
事
業
の
継
続
性
な
ど
、
総
合
的
に
検
討
を
進
め
る

　

問　
空
き
家
な
ど
を
活
用
し
た
白
浜
町
独
自
の
支
援
策
は

一　般　質　問

（玉伝地区臨時離着陸場）

問
少
子
高
齢
化
が
進
む
玉
伝
地
区
で

は
、
休
耕
田
に
開
設
さ
れ
た
臨
時
離
着

陸
場
の
今
後
の
運
営
管
理
と
未
舗
装
で

あ
る
搬
入
路
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

答
搬
入
路
は
農
道
で
あ
る
た
め
、
当

町
で
は
受
益
者
負
担
が
原
則
と
な
る
こ

と
か
ら
、
工
事
費
の
全
額
を
町
が
負
担

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
臨
時
離
着
陸
場

を
維
持
管
理
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
民

間
業
者
が
撤
退
す
る
令
和
５
年
３
月
以

降
も
、
地
域
住
民
だ
け
で
維
持
管
理
し

て
い
く
こ
と
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
及
び
救
急
医
療
体
制
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
今
後
の

検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

小
こ も り

森 一
かずのり

典 議員

横
よこはた

畑 真
し ん じ

治 議員

若
手
職
員
の
人
材
育
成
と
採
用

試
験
の
多
様
化
に
つ
い
て

問
昨
今
、
多
様
化
す
る
社
会
構
造
の

変
化
に
伴
い
、
住
民
の
求
め
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
も
複
雑
多
様
化
し
、
町
職
員

は
多
様
な
視
点
や
柔
軟
な
発
想
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
白
浜
町
で
は
、
ど
の
よ

う
な
職
員
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
か
、
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

答
白
浜
町
職
員
人
材
育
成
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
白
浜
町
職
員
研
修
等
協
議

会
に
お
い
て
予
算
事
務
実
務
研
修
等
を

進
め
て
い
る
。

　
更
に
県
内
外
の
先
進
地
の
状
況
も
考

慮
し
な
が
ら
、
今
後
の
職
員
研
修
に
つ

い
て
幅
広
く
検
討
を
し
、
職
員
の
資
質

向
上
に
努
め
た
い
。

問
和
歌
山
県
で
の
空
き
家
率
は
、
全

国
第
２
位
で
20
％
を
超
え
、
い
わ
ば
５

件
に
１
件
が
空
き
家
と
な
る
な
ど
、
非

常
に
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
る
。
現
状

の
把
握
と
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

答
白
浜
町
に
は
１
２
７
２
棟
の
空
き

家
が
あ
り
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
空
き

家
を
早
期
に
整
備
し
て
い
た
だ
く
よ
う

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
と

し
て
、
空
き
家
を
有
効
活
用
し
た
支
援

策
な
ど
、
補
助
金
以
外
の
対
策
も
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

問
日
置
川
地
域
に
お
け
る
耕
作
放
棄

地
に
つ
い
て
、
後
継
者
不
足
や
担
い
手

が
な
く
、
作
物
が
育
っ
て
い
な
い
田
畑

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
現
状
の
把

握
と
今
後
の
農
業
支
援
に
つ
い
て
対
策

を
伺
う
。

答
個
別
の
サ
ポ
ー
ト
は
難
し
い
が
、

高
収
益
な
作
物
に
切
り
替
え
、
根
本
的

な
見
直
し
を
行
え
ば
、
改
善
は
可
能
と

思
う
。
農
協
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

取
り
組
み
た
い
。

学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

問
既
に
県
内
で
も
い
く
つ
か
の
市
町

村
で
学
校
給
食
の
無
償
化
を
行
っ
て
い

る
が
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
と
物
価
上
昇
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を

伺
う
。

答
令
和
４
年
度
中
に
給
食
費
の
値
上

げ
を
す
る
学
校
に
お
い
て
、
そ
の
物
価

高
騰
に
よ
る
値
上
げ
分
に
つ
い
て
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、
保
護
者
負
担
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（持続可能な開発目標 SDGs）



堅
か た た

田 府
あつとし

利 議員

一　般　質　問

11 NO.65

　
　

答　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る

　

問　
白
浜
町
が
目
指
す
デ
ジ
タ
ル
化
の
将
来
像
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

水
みずかみ

上 久
く み こ

美子 議員

　
　

答　
ジ
オ
サ
イ
ト
を
保
全
し
観
光
資
源
へ
の
活
用
を
図
る

　

問　
ジ
オ
資
源
を
活
用
し
た
観
光
施
策
の
展
開
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

問
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
は

岸
田
内
閣
の
重
要
政
策
で
あ
る
が
、
私

た
ち
の
社
会
に
ど
う
い
っ
た
変
革
を
与

え
る
の
か
伺
う
。

答
デ
ジ
タ
ル
実
装
を
通
じ
て
地
方
が

抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、
誰
一
人
取
り

残
さ
れ
ず
、
す
べ
て
の
人
が
デ
ジ
タ
ル

化
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
心
豊
か

な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
と
い
う
構
想

で
、
地
方
と
都
市
の
差
を
縮
め
、
都
市

の
活
力
と
地
方
の
ゆ
と
り
の
両
方
を
享

受
で
き
る
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
誰
一
人
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ

リ
ッ
ト
か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
白
浜
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
さ
れ
て
き
た

の
か
伺
う
。

答
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推

進
交
付
金
事
業
の
取
組
等
は
行
っ
て
い

る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
な
の
で
、
各
分
野
で
検
討
を

進
め
て
い
く
。

問
観
光
、
交
通
、
防
災
、
農
業
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
実
装
に
よ

り
地
域
の
課
題
を
解
決
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
町
長
の
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
た
抱
負
を
伺
う
。

答
白
浜
町
に
適
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を

的
確
に
把
握
し
、
実
情
に
合
わ
せ
た
形

で
導
入
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、
専
門
担
当
部

署
の
設
置
を
含
め
た
行
政
内
で
の
取
組

を
進
め
、
白
浜
町
が
取
り
組
む
べ
き
デ

ジ
タ
ル
化
の
将
来
像
を
確
立
さ
せ
、
他

の
地
域
を
リ
ー
ド
で
き
る
よ
う
検
討
を

続
け
て
い
く
。

問
白
浜
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
が
12
か
所
。

観
光
と
ジ
オ
資
源
活
用
し
保
全
や
町
の

考
え
方
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答
今
後
も
環
境
面
に
も
目
を
向
け
た

取
組
等
も
行
い
な
が
ら
、
ジ
オ
サ
イ
ト

と
そ
の
周
辺
を
保
全
し
つ
つ
、
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

空
き
家
の
活
用
と
対
策
に
つ
い
て

問
空
き
家
の
放
置
は
倒
壊
の
危
険
が

あ
り
、
近
隣
住
民
に
迷
惑
で
あ
る
。
現

状
を
伺
う
。

答
２
０
１
６
年
の
空
き
家
実
態
調
査

で
１
２
７
２
棟
の
空
き
家
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
、
中
で
も
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

る
空
き
家
が
１
０
７
棟
あ
る
。
令
和
４

年
３
月
末
ま
で
の
所
有
者
調
査
件
数
は

２
１
５
件
、
そ
の
内
61
件
の
解
体
と
30

件
の
修
繕
等
、整
備
い
た
だ
い
て
い
る
。

移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て

問
移
住
、
定
住
の
実
績
を
聞
く
。
数

値
目
標
や
支
援
策
は
必
要
、考
え
方
は
。

答
第
２
次
白
浜
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
中
に
、
直
近
５

年
間
の
転
出
超
過
累
計
に
関
す
る
目
標

値
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
２
０
年

（白浜町のジオサイト　１２か所）

の
転
出
超
過
累
計
が

２
５
５
人
で
あ
っ
た
も

の
を
２
０
２
１
年
か
ら

２
０
２
５
年
は
40
人
に
削

減
す
る
こ
と
と
設
定
さ
れ

て
お
り
、
目
標
達
成
に
向
け

て
取
組
を
継
続
し
て
い
く
。



溝
みぞぐち

口 耕
こ う た ろ う

太郎 議員

12NO.65

　
　

答　
ニ
ー
ズ
や
地
域
性
を
加
味
し
、
よ
り
よ
い
事
業
に
展
開

　

問　
高
齢
者
等
の
交
通
手
段
確
保
に
向
け
た
今
後
の
取
組
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

　

答　
農
業
基
盤
整
備
に
係
る
負
担
金
の
引
下
げ
を
検
討

　

問　
農
業
者
数
減
少
に
よ
る
課
題
へ
の
町
の
対
策
は

一　般　質　問

（町営住宅安宅第１団地）

問
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
助
成
事
業
に

つ
い
て
、
地
域
性
、
妥
当
性
を
総
合
的

に
判
断
し
、
助
成
率
の
引
上
げ
を
行
う

な
ど
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
当
町
の
現
交
通
施
策
と
併
せ
て
町

民
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
性
、
交
通
機
関
と

の
調
整
等
を
加
味
し
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
事
業
に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

若
者
の
定
住
促
進
に
つ
い
て

問
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
と
し
て
、

「
給
食
費
無
償
化
」、「
高
校
生
へ
の
通

学
電
車
の
補
助
」
を
検
討
し
て
は
。

答
子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
高

校
生
へ
の
通
学
電
車
代
等
の
補
助
も
含

め
、
町
の
一
般
財
源
で
こ
れ
ら
事
業
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
く
の
は
、
財
政
的

に
も
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

辻
つじ

 成
せ い き

紀 議員

問
子
育
て
世
代
、
ま
た
、
若
者
世
代

が
住
み
や
す
い
定
住
促
進
の
拠
点
と
し

て
、
町
営
住
宅
の
家
賃
の
見
直
し
や
情

報
発
信
を
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
か
。

答
家
賃
は
法
律
の
定
め
に
よ
り
算
定

し
て
お
り
、
公
平
性
か
ら
考
え
て
一
部

の
町
営
住
宅
の
家
賃
算
定
方
法
を
見
直

す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。

問
若
者
世
代
が
少
し
で
も
入
居
し
や

す
い
よ
う
に
、
定
住
支
援
事
業
と
し
て

町
営
住
宅
を
活
用
で
き
な
い
か
。

答
町
営
住
宅
を
活
用
し
た
取
組
と
し

て
は
、
公
営
住
宅
法
等
の
ル
ー
ル
が
あ

り
困
難
で
あ
る
が
、
若
者
定
住
対
策
に

つ
い
て
は
、
白
浜
町
と
し
て
も
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
様
々
な
観
点

か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
今
現
在
の
町
の
農
業
支
援
策
に
は

ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
支
援
の
実

績
は
ど
う
か
伺
う
。

答
国
の
制
度
の
活
用
に
加
え
、
町
独

自
の
補
助
金
制
度
を
創
設
し
、
地
域
の

共
同
活
動
に
対
し
、
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

問
農
業
用
水
路
の
修
繕
工
事
に
対
す

る
町
の
補
助
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
町
の
補
助
率
の
引
上
げ
や

地
元
負
担
割
合
の
統
一
化
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
補
修
等
の
費
用
に
対
す
る
補
助
制

度
と
し
て
、
地
元
が
町
と
同
程
度
を
負

担
し
て
い
る
。

　
将
来
的
に
地
元
負
担
金
を
全
町
的
に

引
下
げ
、
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
溝
口
議
員

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
」、

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援

制
度
に
つ
い
て
」
質
問
し

ま
し
た
。

（農業用水路）

問
農
業
用
水
の
管
理
に
つ
い
て
、
水

利
組
合
と
い
っ
た
管
理
団
体
の
実
態
に

つ
い
て
、
町
は
把
握
で
き
て
い
る
の
か

伺
う
。

答
管
理
団
体
は
、
地
域
の
実
情
に
よ

り
様
々
な
形
態
が
あ
る
。

　
近
年
、
過
疎
化
に
よ
り
自
然
消
滅
し

て
い
る
地
区
も
あ
る
の
で
、
全
て
は
把

握
で
き
て
い
な
い
。



一　般　質　問

13 NO.65

　
　

答　
現
状
の
課
題
解
決
を
優
先
し
、
今
後
支
援
策
を
検
討

　

問　
子
育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
た
町
の
考
え
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

廣
ひろはた

畑 敏
と し お

雄 議員

　
　

答　
任
期
中
に
は
建
設
に
向
け
た
方
向
性
を
示
し
た
い

　

問　
町
立
図
書
館
建
設
に
向
け
た
、
町
長
の
考
え
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

（白浜町の学校給食）

子
育
て
支
援
の
充
実
・
学
校
給

食
の
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

問
学
校
給
食
を
無
償
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、
学
校
給
食
の
無
償
化
、
ま

た
は
給
食
費
減
額
の
実
現
に
向
け
た
町

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
財
源
が
限
ら
れ
る
中
、
負
担
軽
減
施

策
の
支
援
や
教
育
分
野
で
取
り
組
む
べ

き
重
要
な
施
策
、
課
題
も
多
い
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
給
食
費
の
助
成

制
度
を
創
設
す
る
予
定
は
な
い
が
、
令

和
４
年
度
中
に
給
食
費
の
値
上
げ
を
す

る
学
校
に
お
い
て
、
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、
値
上
げ
分
に
つ
い
て
の
保
護
者

負
担
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
の
充
実
・
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

問
現
在
、
県
内
で
も
約
半
数
の
市
町

村
が
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

年
齢
を
既
に
18
歳
ま
で
引
上
げ
て
い

る
。
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
の
た
め
、
白
浜
町
で
も
対
象
年
齢

を
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で
引
上
げ
て
は
ど

う
か
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

答
西
牟
婁
郡
内
を
み
る
と
、
対
象
年

齢
の
引
上
げ
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
す

さ
み
町
の
み
で
あ
り
、
財
政
的
に
大
き

な
課
題
が
あ
る
。

　
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
財
源
的
な
課
題
も
あ
る
が
、
子
育

て
世
帯
へ
の
支
援
策
の
１
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
町
立
図
書
館
建
設
は
、
十
数
年
来

の
課
題
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
の
議
決

が
あ
り
、町
と
し
て
の
答
弁
も
あ
っ
た
。

そ
の
議
決
の
重
み
、
町
長
の
取
り
組
む

姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

答
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
町
民
に
親

し
ま
れ
、
文
化
の
発
信
、
交
流
の
場
と

な
る
よ
う
場
所
や
機
能
も
含
め
て
総
合

的
に
考
え
、
任
期
中
に
方
向
性
を
示
し

た
い
。

発
達
課
題
を
抱
え
る
家
庭
へ
の

支
援
に
つ
い
て

問
令
和
３
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
５

歳
児
相
談
の
進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

保
護
者
と
保
育
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
踏
ま
え
た
今
年
度
の
取
組
に
つ

い
て
も
伺
う
。

答
５
歳
児
相
談
で
は
、
こ
れ
ま
で
気

づ
い
て
い
な
か
っ
た
発
達
の
課
題
を
保

護
者
、
保
育
者
と
も
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
、
今
年
度
も
実
施
を
計
画
し
て
お

り
、
今
後
も
評
価
を
行
い
、
よ
り
よ
い

相
談
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
保
護
者
の
子
育
て
の
悩
み
に
寄
り

添
い
、
親
子
を
地
域
で
孤
立
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
県
が
行
っ
て
い
る
ペ
ア
レ

ン
ト
・
メ
ン
タ
ー
養
成
事
業
等
を
行
え

な
い
か
、支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

答
今
年
度
、
新
た
な
事
業
と
し
て
民

生
課
福
祉
係
と
連
携
し
、
発
達
に
課
題

の
あ
る
児
童
や
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
な
保

護
者
に
対
す
る
支
援
事
業
と
し
て
親
子

教
室
を
計
画
し
て
お
り
、ペ
ア
レ
ン
ト・

メ
ン
タ
ー
派
遣
も
視
野
に
、
調
整
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（町立図書館）

黒
く ろ だ

田 武
た け し

士 議員
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答　
既
存
事
業
の
課
題
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
検
討

　

問　
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
充
実
へ
の
考
え
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

一　般　質　問

松
ま つ だ

田 剛
たけはる

治 議員

問
産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
と
し
て
、

助
産
師
に
よ
る
訪
問
回
数
の
増
加
と
利

用
料
の
軽
減
に
つ
い
て
伺
う
。

答
産
婦
の
悩
み
や
相
談
に
対
し
て
は
、

随
時
、
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
助
産
師
や
保
健
師
に
よ
る
来

所
や
電
話
で
の
相
談
支
援
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
家
庭
訪
問
も
行
っ
て
お

り
、
今
後
、
利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
産
前
・
産
後
の
母
親
に
寄
り
添
い
、

家
事
や
育
児
の
訪
問
支
援
を
行
う
養
育

訪
問
支
援
事
業
等
の
実
施
は
ど
う
か
。

答
今
後
の
状
況
を
み
な
が
ら
、
産
後

の
心
身
と
も
に
不
安
定
な
産
婦
の
支
援

と
し
て
検
討
が
必
要
に
な
る
事
業
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
助
成
事
業

問
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
重
要
性
を
鑑

み
、
助
成
事
業
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

予
算
の
伴
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
や
、
医

療
機
関
と
の
協
議
等
も
必
要
で
あ
る
た

め
、
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

公
立
保
育
施
設
で
の
使
用
済
み

紙
お
む
つ
の
処
理
に
つ
い
て

問
公
立
保
育
施
設
で
の
使
用
済
み
紙

オ
ム
ツ
の
処
理
に
つ
い
て
、
感
染
や
衛

生
上
の
問
題
も
あ
り
、
原
則
、
保
育
施

設
で
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
各
園
の
状
況
に
応
じ
た
運

用
方
法
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。
今
後
、
保
護
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
運
用
し
て
い
き
た
い
。

（サポート事業のイメージ）

４月４日 第２回臨時会（第１日）
22 日 日本青年会議所近畿地区和歌山ブロック協議会

第 52 回和歌山ブロック大会　白浜・田辺大会　５日 第２回臨時会（第２日）

６日 全国交通安全運動出陣式 26 日 第 74 回和歌山県町村議会議長会定期総会

12 日 議会広報特別委員会
白浜町社会福祉協議会地鎮祭 27 日 英霊顕彰会理事会

和歌山県清掃連合会　令和 4 年度通常総会

25 日 議会運営委員会
田辺市周辺町村議会監査

31 日 議会運営委員会

６月１日
献湯祭
第 60 回和歌山県美術家協会展「第 29 回白浜展」
開会式27 日 日置地区津波避難ビル竣工式典

５月２日 第３回臨時会 ７日 第２回定例会（第１日）

３日 海開き安全祈願祭 16 日 第２回定例会（第２日）

11 日 西牟婁郡町村議会議長会監査 17 日 第２回定例会（第３日）

14 日 中地区津波避難ビル竣工式典 18 日 白浜町シルバー人材センター定時総会

17 日 全員協議会 21 日 第２回定例会（第４日）

19 日 西牟婁郡町村議会議長会 22 日 第２回定例会（第５日）

21 日 田辺・西牟婁防衛協会定期総会 27 日 和歌山県市町村振興協会評議員会

▷▷ 町議会・町議会議長の主な動き（4 月～ 6 月）
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▷▷ 政務活動費の実績報告（令和３年度分）

活　動　報　告

　政務活動費とは、「白浜町議会政務活動費の交付に関する条例」によって、議員の調査研究
等の活動に必要な経費として交付されるものです。
　交付金額の上限は年額１８万円と定められており、令和３年度の執行状況は次のとおりです。

堀　匠 楠本　隆典 廣畑　敏雄 西尾　智朗 正木　秀男 南　勝弥 小森　一典

調 査 研 究 費 5,960

研 修 費 6,000

広報・広聴費 36,000 94,239 155,056
要 請 陳 情 等
活 　 動 　 費
会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費 68,022 39,572 40,372 19,800 37,400 40,800

事 務 所 費 　　

事 務 費 58,928 3,051 80,164

人 件 費

そ の 他

合 計 168,950 136,862 40,372 99,964 192,456 46,760

交 付 額 168,950 136,862 40,372 99,964 180,000 46,760

（単位：円）
議員名

項目

辻　成紀 松田　剛治 溝口耕太郎 長野　莊一 堅田　府利 水上久美子

調 査 研 究 費

研 修 費 88,050

広報・広聴費 117,989 68,101
要 請 陳 情 等
活 　 動 　 費
会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費 25,570 38,100 75,792 39,336 39,879

事 務 所 費

事 務 費 73,493

人 件 費

そ の 他

合 計 25,570 229,582 75,792 39,336 196,030

交 付 額 25,570 180,000 75,792 39,336 180,000

議員名
項目



町議会に関する情報は
「議会ホームページ」へ

日 月 火 水 木 金 土
8/28 29 30

議会運営委員会
10：00 ～

31 8/1 2 3

4 5 6
 第１日
 提案説明等
 10:00~

７
 （休会）
 ※委員会開催や
 議案調査のため

8 9 10

11 12 13 14 15
 第２日
 一般質問
 10:00~

16
 第３日
 一般質問
 10:00~

17
（休会）

18 19 20
第４日
 議案審議
 10:00~

21
 第５日
 議案審議
 10:00~

22 23 24

9 月議会の日程は、8 月 30 日（火）開催予定の議会運営委員会で決定します。
詳細は、議会事務局（43-6591）までお問い合わせください。

開会日

閉会日

編 集 後 記

　議会広報特別委員会
　委 員 長　水上久美子
　副委員長　黒田　武士
　委 員　堅田　府利
　　 　 　　横畑　真治
　　 　 　　西尾　智朗
　　　　　  辻　　成紀

発行：白浜町議会　　編集：議会広報特別委員会　　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地
TEL  ：0739-43-6591　　FAX：0739-43-5888　   　E-mail：gikai@town.shirahama.lg.jp　

次 回 日 程
次回定例会（９月）の日程（案）は、次のとおりです。

　令和２年９月議会から、議会広報の一環
として一般質問の様子を FM ビーチステー
ションにて放送しております。（76.4MHz）
　多くの方に聞いてもらえるよう、また、
新型コロナウイルス感染症対策として議会
の傍聴をお控えになる方にかんがみまして、
限られた時間ではございますが、放送を始
めております。放送予定については、議会
のホームページ等でお知らせしていますの
で、是非聞いてみてください。

お 知 ら せ
　町議会議員選挙後初の定例会となる６月
議会では、一般質問に９名の議員が登壇し、
活発な質問、意見が交わされました。議案
審議では、コロナの影響で様々な困難に直
面する方々への支援事業など、総額約３億
円の一般会計補正予算が可決されました。
　また、政府は６月１０日から外国人観光
客の受入れを約２年ぶりに再開しており、
感染症対策の徹底と規制緩和が課題ではあ
るものの、コロナ禍で落ち込む地域経済の
回復が期待されるところです。白浜町でも
６年ぶりに５月３日から海水浴場を開設し
ており、迎え入れていただく町民の皆様、
訪れていただく方々に安心安全な夏を感じ
てもらえるよう、オール白浜で感染防止対
策等に取り組んでいます。（水上）


